
シンナガサキみーてぃんぐ開催レポート 

ｉｎ愛宕小学校区 

 令和７年１月26日（日）、自治会やＰＴＡ、民生委

員、高校生など14人の皆さんにお集まりいただき、愛

宕小学校区の「シンナガサキみーてぃんぐ」を開催し

ました。 

 自己紹介では、地域の行事（お祭り、ゲートボール

大会）や活動（立哨当番、パトロール）、課題への取

り組みなどについてお話いただきました。 

いただいたご意見 

市の考え方 

回 答 

 本件通学路グリーンベルトの整備は、令和７年度から順次整備予定です。 

 また、長崎市交通安全母の会連合会主催でイベント（総会、交通安全フェスタ及びストップ

マークコンテスト等）が開催される際は、記者への投げ込み、広報ながさきへの掲載及び長崎市

公式SNS（LINE、X、Facebook）での広報周知を引き続き行っていきます。 

 愛宕小学校区では、通学路のグリーンベルトがほとんど整備されているが、田手原から重籠方面の一箇所が未整

備のため早急に整備してほしい。また、交通安全母の会の活動が減少しており、立哨による子供たちの見守りも減

少している。交通安全母の会の実態が広く知られていないので、市の広報で後押ししていただきたい。 

①グリーンベルトの整備および交通安全母の会の周知について 

②地域活性化事業費の活用について 

 愛宕小学校と小島小学校の合同で餅つき大会を開催したが、なかなか機材が足りない部分もあったので、補

助金がさらに広く使えるようになったらいいなと思う。 

 地域活性化事業費において地域イベントへの補助は行っていませんが、おおむね小学校区で設

立を進めている地域コミュニティ連絡協議会（以下「協議会」という。）が設立されると、協議

会が主催者となり、地域のまちづくり計画に基づく事業に対して、地域コミュニティ推進交付金

の交付対象となります。 

 また、自治振興課で所管する補助金でイベントに係るものはありませんが、例年、備品の整備

等に関する自治総合センター所管の補助金（コミュニティ助成事業）の案内を行っています。 

市の考え方 

回 答 



 そのほか、「農家の将来について検討してほしい」、「びわっちファーム太陽の郷の商品が少な

い」、「市役所跡地の活用として、子供たちが発表できる場を整備してほしい」などのご意見をいた

だきました。いただいたご意見は、担当部局と共有し、今後の市政運営に活かしていきます。 

発行：令和７年７月 長崎市企画政策部広報広聴課 

皆さん笑顔で話しかけてくださり緊張していました

が、気楽に言いたいことが言えてよかったです。  

市民の声を大切にしてくださる貴重な場に参加させてい

ただき、とても有意義な時間になりました。  

今回は高校生の参加もあり、若い世代の皆さんがやる気を持って地域を何とかしたい、何

とか元気にしたいという心を持ってくれているということが、希望の光だなと感じまし

た。幅広い世代がワンチームで地域を元気にしていく、そういう取組を進めていきたいと

思っておりますので、市役所も一緒になって皆さんと頑張っていきたいと思います。引き

続きよろしくお願いします。 

地域の方々の活動、課題等を聞くことが

出来てとても参考になりました。  

鈴木市長のひと言 

参加者からの感想 

出席者が各自それぞれの意見、考え等素直に話し、

そのことに対して市長が真摯に対応されたことは

とても良かった。  

各学科ごとに地域との触れ合いの場を設

け、ボランティア活動を行っていま

す！（ベイサイドマラソン救護スタッ

フ、高齢者サロン、こども食堂、ベーカ

リー社（模擬会社）によるパン販売、弁

当販売等） 

＼玉成高校自慢!!／ 

玉成高校の自慢も伺いました 

普通科ではインターンシップを1年生のとき

からやっています。２年生になると、１年生の

ときのインターンシップを生かし、仕事の覚

えも早くなって、貢献できているのかなと

思っています。また、普通科にとって、ベーカ

リー社での活動は大きな存在です！ 

市の考え方 

回 答 

③長崎市民の森の活用について 

 市民の森は整備から50年以上が経過し、老朽化が進んでおり、平坦な地も少ない。また、3,000平米の平地が未活

用であり、ボランティアによる広場整備を行っている。市がこのスペースを利用した施設を設ければ、市民や親子

が楽しめる場になると思うので検討してほしい。 

 長崎市民の森の中には、市民が森林に親しみ、憩い、自然を体験する場の提供を目的に、キャ

ンプスペースやグラウンドの他、森林学習施設や休養宿泊施設（ケビン）などを、公の施設「体

験の森」として整備し、森林及び林業についての理解並びに自然愛護に対する市民の意識の高揚

を図るよう努めているところです。 

 体験の森では、現状で、新たに施設を整備する計画はありませんが、現在の施設や周辺の森林

を活用し、指定管理者が子どもの体験学習プログラムや親子キャンプ、クッキングや収穫体験、

森の散策などを通して、市民や親子が楽しめる機会を提供するなど、魅力的な施設運営に取り組

んでいます。 

 また、ご意見のあった3,000平米の平地部分は「猪城樹木園」と呼ばれ、森林としての適切な

整備・保全を行うための国の交付金を活用したエリアとなっていることから、今後、どのような

活用が可能か、指定管理者を含め関係者と協議を進めたいと考えています。 


